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〔第１問〕（20 点） 

  問１（10点） 

          10         20    25 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

企業経営の拡大発展の度合いや可能性を成長性といい、

その測定を成長性分析という。成長性分析では、企業の

成長力からその将来性を測定するが、企業経営活動のダ

イナミックな傾向を把握するためには、複数年のデータ

による分析が不可欠である。そのため、常に 2会計期間

以上のデータを比較することになる。 

 

  問２（10点） 

          10         20    25 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

10 

成長性の分析は、基本的には 2 期間以上のデータを比較

することであるが、どのような指標を比較するかによっ

て、①実数を比較する方法、②比率を比較する方法の 2

つの方法がある。①は、売上高、付加価値、利益額、資

本、従業員数等の実数そのものを比較する方法である。

②は、総資本利益率、売上高利益率、回転率等の比率を

比較する方法である。比率表示の指標は、現実の企業規

模や利益等の絶対額が隠れてしまうため、多くは、実数

表示の指標を対比して、その成長性を測定する傾向にあ

る。なお、成長性を比率で表現する場合には、成長率と

増減率の方式がある。 
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〔第２問〕（15 点）1～2は各 2点、3～13 は各 1点  
 

記号（ア～ヘ）        

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13  

コ ク ネ シ サ オ セ タ ソ ウ キ エ ノ  

 

 

 

〔第３問〕（20 点）各 4点×5ヵ所  

 

(Ａ)  47,900   百万円 （百万円未満を切り捨て） 

 

 (Ｂ) 7,800   百万円 （ 同 上 ） 

 

 (Ｃ)  381,500   百万円 （ 同 上 ） 

 

 (Ｄ)  508   百万円 （ 同 上 ） 

 

  未成工事収支比率  101.49   ％ （小数点第 3 位を四捨五入し、第 2位まで記入） 

 

 

 

〔第４問〕（15 点）各 3点×5ヵ所  

 

問１  36.00   ％ （小数点第 3 位を四捨五入し、第 2位まで記入） 

 

問２  15.00   ％ （  同  上  ）    記号（ＡまたはＢ） Ａ 

 

問３  104.04   ％ （小数点第 3 位を四捨五入し、第 2位まで記入） 

 

問４  16,000   千円 （千円未満を切り捨て） 

 

問５  2,000   千円 （  同  上  ） 
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〔第５問〕（30 点） 

    問１（20点）各 2点×10ヵ所 

 

Ａ 完成工事高キャッシュ・フロー率 2.16  ％ (小数点第 3 位を四捨五入し、第 2 位まで記入) 

 

Ｂ 総資本事業利益率 3.18  ％ (  同  上  ) 

 

Ｃ 立替工事高比率 53.86  ％ (  同  上  ) 

 

Ｄ 受取勘定滞留月数 7.13  月 (  同  上  ) 

 

Ｅ 固定比率 89.70  ％ (  同  上  ) 

 

Ｆ 配当性向 30.34  ％ (  同  上  ) 

 

Ｇ 労働装備率 19,628  千円 (千円未満を切り捨て) 

 

Ｈ 自己資本比率 28.60  ％ (小数点第 3 位を四捨五入し、第 2 位まで記入) 

 

Ｉ 借入金依存度 17.14  ％ (  同  上  ) 

 

Ｊ 資本金経常利益率 43.65  ％ (  同  上  ) 

 

 

    問２（10点）各 1点×10ヵ所 

記号（ア～ホ） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10   

カ ク シ ア エ オ ニ コ ウ ホ   

             ※７と８は順不同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


